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橋でつながる島々へ旅に出よう！ 宮古島をまるごと楽しむ「ゆくる宮古島プロジェクト」 

島の人々が今年もたくさんの体験プランを考えて、おもてなし 
「さとうきび畑迷路」「牧山ハンモックガーデン」「ヤギさんぽ」「マングローブ蟹獲り」etc… 

なんと、宮古島は冬でも３年連続で島を訪れる観光客が増加中！ 

その背景には、宮古ブルーだけではない、島の自然や文化で観光活性化を願う思いが、、、  

島の人々が一丸となり“おもてなし”する、冬でもあたたかい“宮古スタイル”が話題です。 

 

 ●ハブがいない島・宮古島ならではの「さとうきび畑迷路」は、今年はさらに難易度アップ！ 

 ●昨年好評だったマルシェやキャンドルNightを楽しむ「牧山ハンモックガーデンフェスタ」 も開催決定 

 ● 1年中宮古島で楽しめる新たな観光コンテンツも新たに５つの事業がスタート 

 

 昨年度1か月間で約4万人の来島をかなえた冬の宮古島満喫プラン「ゆくる宮古島プロジェクト」が、今年は1月20日

（金）～3月24日（金）に期間を延長して実施。冬だからこそ満喫できる「宮古島」ならではのゆっくりとした過ごし方、

食や体験を提案します。「さとうきび畑迷路」「牧山ハンモックガーデン」「ゆっくりサイクリング」のほか、7つの“島のものづくり”、

22の“宮古人体験”、31の“宮古グルメが味わえるお店”などを紹介。また、より多くの旅行者に一年中宮古島を楽しんで

もらえるよう、島の人々がさまざまな宮古島ならではの観光商品づくりに取り組み、「来間島 ヤギさんぽ」や「佐和田の浜

の帆掛けサバニクルーズ」「伊良部島 グランピング体験」など、新たに５つの観光事業が今年からスタートします。島の

人々が一丸となり“おもてなし”する、冬でもあたたかい“宮古スタイル”が話題です。 

「ゆくる宮古島プロジェクト」の“ゆくる”とは、 

沖縄方言で「くつろぐ」という意味から、冬の宮古島エリアの楽しみ方「ゆっくりとくらすように旅する宮古島」を旅のカタ

チとして提案。日々仕事に追われストレスを抱える多くの人たちに、この時期の宮古島だからこそ見つかる自分にあっ

た“ゆっくり”“のんびり”した時間を過ごし、またエネルギーが溢れる毎日を取り戻して欲しい、との思いから島の新たな

魅力の柱としていく長期的誘客促進として2015年にスタートしました。 
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～ 島で会える名物”宮古人（みゃーくぴとぅ）”からのメッセージ ～  

● 宮古島を訪れる人はあたたかさと海を求めてくるけど、その海の本当のキレイさを 

 味わうにはプランクトンが少ない冬の海がいいんだよね。 

 

●宮古の海はダイビングだけでなく、入り江の自然や生物に実際に触れて体験して 

 欲しいわけ。宮古島は近くに自然があふれ、ハブがいないからこそ安全に体験できる 

 ことがいっぱいあるからさ。 

 

●ガザミ（名物の渡り蟹）が宮古牛を超える宮古島NEXTグルメになるよう頑張るさー。 

 素焼きでもとっても美味しいから、ぜひ一度食べてみて！冬は蟹の旬の時期だしね。 

「こんなキレイな島があるんだと知って欲しい。それが自然を守ることにも繋がると信じている」 

～ 蟹蔵さん（佐和田の浜の蟹獲り名人）～ 

そのユニークなキャラクターで宮古島
の自然の魅力を発信し続ける蟹蔵
さん。島で唯一のマングローブ林で
の蟹漁の免許を持つとともに、その
養殖にもつとめ、宮古の自然を守る。 

●来間島は約70世帯170人の小さな島。最近オシャレなカフェもできている 

 けど、「ユウビンヤー」「バクダンヤー」「オランダヤー」など昔の屋号もいまだに 

 残っていたり、昔ながらの生活がそこにあるのが、この島の魅力だからね。 

 

● 島の“普通”のことが観光客には“面白いこと”と気づいて、島の文化や魅力を 

 発信したいと思ったんだよねー。ヤギを散歩に連れていくケンちゃんの姿も、 

 島では普通のことだったんだけど、都会から来た人にはとても珍しいみたいで。 

 

●おじぃ、おばぁが昔からやっていた綱編みや宮古凧づくり、ススキのホウキづくり 

 など、来間島にきてぜひ体験して欲しいことがいっぱいあるからさー。島の人が 

 ツアーを行うことで、もっともっと来間島を知って欲しいね。 

「島に住む人と観光客のギャップを埋めたかった。島の“普通”を体験して欲しい」 

～ NPO法人来間島大学まなびやーのみなさん～ 

       冬の宮古島をゆっくりとくらすように旅する、“ゆくるシーズン”到来！ 

 

ニュース 

「ゆくる宮古島プロジェクト」スタートとなる1月20日（金）、宮古空港の到着ロビーで、

来島者への歓迎セレモニーが開催されました。羽田空港、関西国際空港からの直行

便で到着した旅行者を宮古島市観光協会の関係者と宮古島市のイメージキャラク

ターのみーやがお出迎え。“ゆくるシーズン”の到来をにぎやかに伝えました。 
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宮古エリア全域を舞台に、ゆっくりとくらすように旅する「ゆくる宮古島プロジェクト｣が 

1/20～3/24に開催！公式サイトおよびfacebookで情報発信をスタート。 
 

 ●公式サイト   http://www.miyakojima-style.jp/yukuru/ 

 ●facebook https://www.facebook.com/yukuru.miyako/ 

 

★ 橋でつながる島々へ旅して、宮古島を制覇しよう！ ★ 

●さとうきび畑迷路 

 広大なさとうきび畑迷路が期間限定で出現！ 

 普段は足を踏み入れることのない世界に 

 迷い込んでみては？ 

●気ままにピクニック 

 伊良部大橋を望む牧山展望台にハンモック 

 やキャンプグッズをご用意。手ぶらでピクニック 

 が楽しめます。のんびり、ゆったりどうぞ！ 

●島のものづくり 

 宮古エリアの食を中心とした「ものづくり」の現場 

 を訪問し、独特の手法で製造・加工される過程 

 を楽しく学べます。 

●宮古人（みゃーくぴとぅ）体験 

 宮古島の伝統文化を体験するプログラムや、 

 自然を活かしたアクティビティなどをご用意。 

 宮古島ならではの島のくらしが味わえます。  

●“ならでは”宮古グルメ 

 宮古エリアの食材が楽しめる「宮古めし」やテイク 

 アウト用のメニュー、そして「オトーリ」の体験もどうぞ。 

●ゆっくりサイクリング 

 高低差が少なく、美しいさとうきび畑や海が 

 ひろがる宮古島をのんびり回ってみては？ 

ゆくる宮古島 検索 

ゆくる宮古島プロジェクトでは、 

「さとうきび畑迷路」 

「牧山ハンモックガーデン」 

「ゆっくりサイクリング」のほか、 

7つの“島のものづくり”、 

22の“宮古人体験”、 

31の“宮古グルメが味わえるお店” 

などを紹介 
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ゆくる宮古島プロジェクト おススメコンテンツ、イベント情報 

●さとうきび畑迷路 

 【日時】 1/20（金）～3/24（金） 

      10：00～17：３0 ※最終入場17：00 

 【料金】無料 ※旅行者には長靴の貸し出しあり 

 【場所】宮古島市城辺下里添1112付近 

※お手洗いはございません。禁煙。食べ物の持ち込み不可。 

※宮古島にはハブがいないため、さとうきび畑の中も安心です。 

●気ままにピクニック 

 【日時】 1/20（金）～3/24（金） 

             10：00～17：30 ※最終入場17：00 

 【料金】有料 BBQ（要予約）、軽食、ドリンクなど 

 【場所】宮古島市伊良部池間添、牧山展望公園内 

※絶景を楽しめる期間限定ピクニックカフェもOPEN 

※手ぶらで楽しめるBBQサービスあり（事前予約） 

       《期間限定》牧山ハンモックガーデンフェスタ 

 

 

 

 

 

昨年好評だった、伊良部島の特産市「伊良部島マルシェ」と「牧山キャ

ンドルNight」がコラボ！牧山ハンモックガーデン内で、日中は伊良部島

の特産品が一堂に揃うマルシェを開催。サンセット後は300個のキャンド

ルに包まれた幻想的な風景をハンモックに揺られながら堪能できます。 

【日時】1/21（土）、2/18（土）、3/19（日） 

【キャンドル点灯時間】18:00ごろ～21:00(最終入場20:30） 

【料金】入場無料 

●島のものづくり 

       東平安名崎 朝ヨガ 

 

 

 

 

 

日本百景にも選ばれた宮古島随一の絶景スポット・

東平安名崎でサンライズとヨガを贅沢に体験できる朝

ヨガを開催。心地よい波の音をBGMに朝日を浴びて、

心も体もリフレッシュしてみては。初心者からOK。 

【日時】2/11（土）、2/25（土）、3/11（土） 

 集合 6:30、開始 7:00 ※約１時間のレッスン 

【料金】参加費2,500円（事前予約） 

イベント イベント 
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ゆくる宮古島プロジェクト おススメコンテンツ、イベント情報 

●宮古人（みゃーくぴとぅ）体験  

●ゆっくりサイクリング 
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●“ならでは”宮古グルメ 
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手ぶらで楽しめるグランピングで「素晴らしい宮古島の星空をぜひ堪能してほしい！」 

島でぜひとも味わって欲しいのは、“都会にない大自然”。満天の星空や島に届

く海風などを贅沢に堪能してもらうため、手ぶらで気軽に楽しめるグランピングや

BBQ用品をレンタル。家族で楽しいひと時を過ごす簡易キャンプから、話題のグ

ランピングまで幅広いニーズに対応。「とにかく冬の宮古島の星は素晴らしいので

一度体験してみて欲しい」とサービスを展開するクレオの中西さんは熱く語ります。 

【クレオ 宮古島支店】2～4名1グループにつき25,000円（予定） 

宮古ブルーだけではない、島の自然や文化で観光活性化のために、島の人々が一丸となり 

一年中楽しめる宮古島の観光商品づくりに取り組み中。５つの体験コンテンツがスタート！ 

滞在型ナイトエンターテインメント「美しい伊良部島の夜をゆったり贅沢に楽しもう！」 

伊良部大橋が開通しアクセスが良くなった伊良部島。「ダイビングなど昼間のレ

ジャーを楽しんだ後も、ゆっくりと滞在して贅沢な時間を過ごしてもらいたい。」

Hamburger&Bar insulaの宮国さんが提供するのは、手ぶらで楽しめるBBQ

と映像サービスを絡めた野外シアター。ただゆったり海を眺めても、旅の思い出の

スライドショーを友人と楽しんでも、伊良部島の夜を満喫できる新たなプランです。 

【Hamburger& Bar insula】BBQセット 1人前1,500円（予定） 

「子どもから大人まで入り江の自然を蟹蔵から学ぶ」佐和田の浜の帆掛けサバニクルーズ 

貴重な自然の入り江が残る伊良部島・佐和田の浜。静かで穏やかなその海に

は、マングローブ林が広がります。これまで干潮時のみだったカニ漁ツアーを、満潮

時には伝統的な帆掛けサバニでクルーズしながら体験。「渡り蟹を引き上げた喜

びと、食べた時の驚きをぜひ体験して欲しい」と、蟹獲り名人の蟹蔵さんは語りま

す。今後はサンセットクルーズやナイトクルーズ（星空＆夜光虫）など計画中。 

【マングローブ蟹養殖 蟹蔵】サバニ＆ランチコース12,000円/人（予定） 

とれたて、搾りたて、作りたて！下地島のオリジナルスムージー「シモジー」づくりも体験 

有機農法でさとうきびやバナナを育て、加工・商品化まで一貫して行うオルタナ

ティブファームは、島の農業をまるごと体験できる「美味しく！楽しく！学べる！黒

糖作り体験／バナナスイーツ作り体験」を提供。「とれたて、搾りたて、作りたての

味に感動し、農業や食の大切さを学んで欲しい」と語る代表百姓の松本さんは、

このプログラムで2016年度の「宮古島の宝物グランプリ」も受賞しました。 

【オルタナティブファーム宮古】参加料金3,500円/人（予定） 

“ヤギのペースで島の御嶽や井戸など離島の暮らしを体感できる”「来間島 ヤギさんぽ」 

近年、雑貨店やCaféがオープンし、観光化が進んでいる来間島。現在の蛇口

をひねれば水が出る都会生活の対極にある、数十メートル崖下の来間井

（ガー）まで生活用水を汲みに行くことが日課であった離島の暮らし。そのギャッ

プを手掛かりに離島の暮らしを体感してもらう、島民とヤギと巡る集落散策プログ

ラム。島では普通の光景だった島人ケンちゃんの「ヤギさんぽ」は貴重な体験。 

【NPO法人来間島大学まなびやー】参加料金 3,000円/人（予定） 
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宮古島観光データ、参考情報 

宮古圏域における入域観光客数は3年連続増加中！ 

2015年に開通。全長は3,540ｍで、無料で渡ることができる橋としては、

日本で一番長い橋となります。宮古島には３つの橋があり、さとうきび畑 

が広がる来間島とは1995年に完成した来間大橋で、手つかずの自然と 

カツオ漁が有名な池間島とは1992年に完成した池間大橋で結ばれて 

おり、伊良部大橋が開通したことにより伊良部島と隣接する下地島を 

含め、５つの島がひとつになりました。伊良部島は、広大なさとうきび畑 

のほか、パウダーサンドが描く弓状が美しい真っ白な砂浜が長く続く渡口 

の浜や数多くのダイビングスポットがあり、毎年多くの人が訪れています。 

宮古島の新たな景色として人気の“日本で一番長い橋”「伊良部大橋」 

出典：宮古島市/入域観光客数について 

平成27年度の宮古島市入域観光客数は約51万人と、3年連続で過去最高を更新。今年度も既に27年度を上回り、 

宮古島市まち・ひと・しごと創生総合戦略で定めている平成31年度目標値66万人達成に向け順調に推移しています。 

エメラルドグリーンに輝く海はもちろん、ランチやディナーも楽しめる気品漂う宮古

島クルージング。朝のひとときを、宮古島で優雅に過ごせる「伊良部大橋モーニ

ングクルーズ 」、見て贅沢・食べて美味しい宮古島を満喫する「ランチブッフェ＆

クルーズ 」、夕日に染まる宮古島を贅沢な眺めで満喫する「サンセットクルー

ズ・ディナー付」など多彩なプランのほか、海中を見渡せるアクアラウンジなど、充

実した設備も魅力のエンターテインメントクルーズです。 

宮古島で癒しのクルージングを「ベイクルーズ・宮古島 モンブラン」 
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取材申込用紙 

宮古島は豊かな自然と本島とも異なる独自の文化や風習が色濃く残る、魅力あふれる島です。 

2015年には、無料で渡ることができる橋として日本最長の橋となる伊良部大橋が開通し、 

宮古島・池間島・来間島・伊良部島・下地島がつながり、気軽に島めぐりができるようになりました。 

一面、青空と海に囲まれた壮大な橋の姿は、CMなどでもお馴染みの景色となっています。 

 

そして今回、さらなる地域や施設のPRやイメージアップ、賑わい創出や地域活性化のために、 

「ゆくる宮古島プロジェクト」では、2017年1月～3月の期間限定ではございますが、 

ロケ隊や現地取材を誘致し、ロケ撮影に関する支援を無償で行うこととしました。 

 

ぜひこの機会に宮古島の取材・ロケをご検討いただき、 
取材のご連絡をお手数ですがFAXまたはMAILでお知らせください。 

 

FAX＝03-3770-6611  MAIL＝press@one-pr.net 
 

返信〆切：2月28日(火)17時 

貴媒体名：                             ：  

貴社名：              部署名：            ： 

人数：       代表者お名前：               ：                                       

ご連絡先TEL：              MAIL：          ： 

持込機材：  スチールカメラ     ムービーカメラ（ハンディ・ENG）     その他  

ご要等：                              ：  

※取材経費の負担支援はございません。無償でできる範囲での現地での取材支援となります。 

現地取材希望 ／ 資料取材希望 ／ その他  

宮古島（2017年1月～3月）ロケ・取材支援のご案内  


